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1.1  
 
1.2次の計算時間をオーダという形で表せ。Cは正の定数である。 
(1)C+2C+3C+…+nC 

C(1+2+3+…+n)=C{1/2n(1+n)}より、 
答え：O(n^2) 

(2) C+2^2C+3^2C+…+n^2C 
C(1^2+2^2+3^2+…+n^2)=C{1/6n(n+1)(2n+1)}より、 

答え：O(n^3) 
(3) C+2^3C+3^3C+…+n^3C 

C(1^3+2^3+3^3+…+n^3)=［1/2n(n+1)］^2より、 
答え：O(n^4) 

(4)Clog2+Clog3+…+ClogN   (対数の底は２) 
C(log2+log3+…+logN) 
ここで、logN!≦logN^Nより、  答え：O(NlogN) 

(5)C+C/2+C/3+…+C/N 
C(1/1+1/2+1/3+…+1/N) 

ここで 1/1+1/2+1/3+…+1/Nは、ほぼ logNと等しいので、 
答え：O(logN) 

 
1.3 計算時間が O(n)であるが、N<N0、ならば Cn>C’n^2となる実例を与えよ。 
例：相手に 1 から n までの中で好きな数字を選んでもらい、その数字を当てる
というゲーム。 
ここで、No=1とすると、Nは 1以下となる。(例えば 1/2) 
ここで、C=2、C’=3とすると、Cn=1、C’n^2=3/4となり、Cn>C’n^2となる。 
 
1.4 rを正の定数とし、aの r項、aの r－１項、aの r-2項、…、aの 0項を定

数とする時、多項式 p(n)=aの r項×n^r+aの r-1項×n^r-1+…+aのオー
ダが n^rであることを示せ。 



 
 
証明： 
nが十分多き値と考えると、 
aの r項×n^r+aの r-1項×n^r+…+an^r=(aの r項+aの r-1項+…+a)n^r 
と考える事ができる。ここで、aの r項+aの r-1項+…+aはただの定数であり、
項数が大きいからといって数字が大きいわけではない。つまり、 

(aの r項+aの r-1項+…+a)n^r≦Cn^r 
なる Cが十分考えられる。結果、p(n)≦Cn^rが成り立つので、p(n)のオーダは
n^rであることが言える。 
 
(1)2^9<10^3<2^10より、10ビットで表す事ができる。 
(2)単位時間が 10^3C、データサイズが 10ビットなので、 

10^3C÷10=10^2C 
    答え：10^2c 

(3)2^19<10^6<2^20より、20ビットで表現できる。 
又、単位時間が 10^6、データサイズが 20ビットより、 

10^6C÷20=1/2・10^5C 
     答え：1/2・10^5C 

(4)(1)~(3)までの結果から 10進数 xに対してCx単位時間の計算時間を xのデー
タサイズで割った比を求め、これがデータサイズに関する多項式で表せられる

か指数関数となるかを吟味せよ。 
10進数 xに対しての 
1000という十進数に対して、単位時間は 1000C、データサイズが 10 
1000000という十進数に対して、単位時間は 1000000C、データサイズは 20 
つまり、データサイズが 2 倍になると、単位時間、数値共に二乗倍となってい
る。そして、 
データサイズが 10の時は比が 10^2C 
データサイズが 20の時は比が 1/2・10^5C 
より、……分からん。 
 


